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図 6.6-2 施設の状況（鶴ケ谷中央公園） 
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 2）調査対象施設の状況（鶴ケ谷六丁目公園） 

鶴ケ谷六丁目公園は、計画地の中心南側に位置する街区公園である。公園には、水飲み

場やすべり台やブランコ等の遊具、ベンチが整備されている。 

公園の縁辺には樹木が植栽されており、ヒヨドリやカラス等の鳥類、夏にはセミが生息

の場として利用している。草地には、モンシロチョウやジャノメチョウ、アキアカネ等の

市街地等に生息するチョウ類やトンボ類が多く見られる。 

なお、評価書時点から施設の状況等に変化はない。 

 

写真 6.6-2 施設の状況（鶴ケ谷六丁目公園） 

  

  
①水飲み場 ②複合遊具 

  

③遊具（すべり台） ④遊具（ブランコ） 

  
⑤遊具（鉄棒） 藤棚 
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図 6.6-3 施設の状況(鶴ケ谷六丁目公園) 
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 3）調査対象施設の状況（鶴ケ谷東二丁目公園） 

鶴ケ谷東二丁目公園は、鶴ケ谷団地の北東部に整備された街区公園である。公園内には、

ミヤギノハギ短歌入選作品を紹介している看板のほか、水飲み場とベンチが整備されて

おり、休憩地となっている。公園の北側は下り斜面のため視界がひらけており、岩切方面

を広く視認できる。 

公園の縁辺には樹高 3m程度の樹木が植栽されているほか、花壇には様々な花が植えら

れており、スズメやシジュウカラ等の小鳥やアキアカネ等のトンボ類が見られる。 

なお、評価書時点から施設の状況等に変化はない。 

写真 6.6-3 触れ合いの場の状況（鶴ケ谷東二丁目公園） 

  

  
①看板（ミヤギノハギ短歌入選作品） ②水飲み場 

  

ベンチ 花壇 

  
紅葉した桜の木 公園からの眺望（東北東方向） 
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図 6.6-4 施設の状況（鶴ケ谷東二丁目公園） 
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（4）調査時期 
調査時期は、表 6.6-3 に示すとおりである。 

工事が先行する第一工区の工事を対象とし、工事最盛期が含まれる期間として、解体工

事及び造成工事期間中の四季を基本とした。 

なお、第一工区の工事最盛期である解体工事は令和 3 年 8月～令和 4 年 4月に、造成工

事は令和 4 年 9 月～令和 5 年 6 月に実施した。ここで、令和 3 年 8 月は解体工事の準備

期間で現地での作業はほとんど行わず、また、令和 4 年の夏季は休工期間であったことか

ら、四季調査にて各季の工事影響を把握する予定であった「自然との触れ合いの場」は、

夏季に調査は行わず、その代替として造成工事の工事負荷が大きかった晩秋において、工

事による影響を確認した。 

 

表 6.6-3 調査時期（自然との触れ合いの場） 

調査項目 調査時期 

自然との 
触れ合いの場 

春季 令和 5 年 5 月 18 日（木） 造成工事期間中 

夏季 － － 

秋季 令和 3 年 11 月 12 日（金） 解体工事期間中 

冬季 令和 4 年 2月18日（金） 解体工事期間中 

補足調査 令和 4 年 12 月 2 日（金） 造成工事期間中 

 

（5）調査結果 
 1）自然との触れ合いの場 

  ①鶴ケ谷中央公園 

鶴ケ谷中央公園における利用状況の現地調査結果は、表 6.6-4 に示すとおりである。 

利用者数は、春季 90 名、秋季 112 名、冬季 131 名、補足調査 182 名であった。 

利用者の区分は、春季・秋季・冬季は大人が約 8 割、補足調査は大人が約 9 割であっ

た。 

利用内容は、春季・秋季は朝や夕方、冬季は 11 時から 15 時までの時間を中心に、園

路の散策やジョギング、通勤・通学の際の通過、ベンチでの休憩が多く、学生の下校時

間となる夕方には、遊具やボールで遊ぶ子供の姿が見られた。補足調査では、公園内の

広場で、ゲートボール等による複数名での遊び場としての利用が確認された。また、た

め池では釣りを楽しむ人が見られ、その他、自転車やバイクで園路を通過する人も確認

された。 

主な利用場所は公園内の園路や広場であり、散策やウォーキング、通勤・通学の際の

利用が特に多く確認された。 
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表 6.6-4 自然との触れ合いの場の利用状況（鶴ケ谷中央公園） 

 

  

合計
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子
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計
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人
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子
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合

計

大

人

子
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散策・ウォーキング 28 28 － － － 45 11 56 60 5 65 52 52 185 16 201

ジョギング 1 1 － － － 2 2 1 1 4 4

体操・健康器具 1 1 － － － 6 6 5 5 13 13 25 25

犬の散歩 2 2 － － － 4 4 7 7 13 13 26 26

通勤・通学 2 5 7 － － － 3 2 5 4 4 3 9 12 8 20 28

サイクリング 1 4 5 － － － 2 2 4 4 7 4 11

休憩 18 18 － － － 8 8 9 9 13 13 48 48

遊び 3 9 12 － － － 2 2 15 9 24 18 20 38

遊具遊び 2 2 － － － 1 6 7 1 1 2 2 9 11

ボール遊び 2 2 － － － 9 9 11 11 11 11 22

餌やり 1 1 － － － 1 1

写真撮影 2 2 － － － 2 2 4 4

釣り 1 1 － － － 8 8 9 9 18 18

通過（徒歩） 7 7 － － － 7 7 11 11 33 4 37 58 4 62

通過（自転車・原付） 1 1 － － － 6 1 7 2 2 6 6 15 1 16

合計 68 22 90 － － － 92 20 112 110 21 131 160 22 182 430 85 515

補足調査

利用内容

春季 夏季 秋季 冬季


